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検
討
委
員
会
か
ら
は
、

病
院
の
機
能
性
や
弾
力

性
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
診
療
報
酬
の
改
定

な
ど
に
的
確
、
か
つ
迅

速
に
対
応
し
、
今
後
の

国
の
医
療
制
度
改
革
な

ど
に
も
柔
軟
に
対
応
で

き
る
「
地
方
独
立
行
政

法
人
の
非
公
務
員
型
」

へ
可
及
的
速
や
か
に
移

行
す
る
よ
う
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
委
員
会
と
は
別
に
総
務
省
が

実
施
し
て
い
る
病
院
事
業
に
お
け
る
経
営

の
効
率
化
や
事
業
の
新
展
開
等
を
支
援
す

る
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
も
、
「
こ
れ
か

ら
の
病
院
事
業
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
、
最

も
積
極
的
か
つ
前
向
き
な
制
度
で
あ
る
地

方
独
立
行
政
法
人
非
公
務
員
型
を
一
日
も

早
く
導
入
す
べ
き
」
と
の
助
言
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
地
方
独
立
行

政
法
人（
非
公
務
員
型
）
へ
移
行
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
関
連
事
務
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
　
地
方
独
立
行
政
法
人
に
な
る
と

　
　
　
　
　
　
こ
う
な
り
ま
す

　
地
方
独
立
行
政
法
人
は
、
民
間
で
は
な
く
、

地
方
公
共
団
体
が
設
立
す
る
法
人
で
、
今
ま

で
の
公
立
病
院
と
変
わ
り
な
く
診
療
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
目
標
に
よ
る
管
理
と
適
正
な
実
績
評
価
、

業
務
主
義
に
基
づ
く
人
事
管
理
と
財
務
運

営
の
弾
力
化
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
な
ど
が

柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
非
公
務
員
型（
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
）

に
な
っ
た
場
合
】

●
管
理
責
任
者
と
し
て
市
長
が
理
事
長
を

　
任
命
し
ま
す
。

●
経
営
の
責
任
と
権
限
が
明
確
に
な
る
と

　
と
も
に
機
動
性
・
弾
力
性
が
増
し
ま
す
。

●
目
標
管
理
に
よ
り
効
率
的
な
経
営
と
質

　
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

　
ま
す
。

●
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
雇
用
が
可
能
と
な

　
り
、
業
務
量
に
応
じ
た
人
員
配
置
が
で
き

　
芦
屋
病
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
院
内
診
療
所

の
開
設
や
全
面
院
外
処
方（
薬
剤
）
を
実
施

す
る
と
と
も
に
人
件
費
や
委
託
料
等
の
削

減
な
ど
の
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
常
勤
勤
務
医

師
不
足
や
医
療
制
度
改
革
の
影
響
な
ど
か

ら
、
経
営
状
況
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
長
の
私
的
諮
問
機
関
と
し

て
、
六
月
に
「
市
立
芦
屋
病
院
運
営
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
今
後
、
公
立
病
院
と
し

て
ど
う
い
う
運
営
形
態
が
望
ま
し
い
の
か
、

改
め
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
十
八
年
度
は
、
入
院
患
者
数
五
万
七

千
三
人
と
前
年
度
よ
り
五
千
九
百
六
十
五

人
減
少
し
、
外
来
患
者
数
は
八
万
六
千
六
百

四
十
五
人
と
前
年
度
よ
り
一
万
六
千
九
百

十
八
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
収
益

二
十
九
億
七
千
五
百
四
十
一
万
円
、
病
院
事

業
費
用
三
十
五
億
三
千
四
百
六
十
三
万
円

で
、
五
億
五
千
九
百
二
十
二
万
円
の
純
損
失

と
な
り
、
累
積
欠
損
金
は
五
十
七
億
三
千
六

百
八
十
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
経
営
状
況
の
悪
化
の
要
因
と
し
て
は
、
臨

床
研
修
医
制
度
の
影
響
に
よ
る
常
勤
医
師

の
不
足
、
医
療
制
度
改
革
の
影
響
な
ど
の
大

幅
な
患
者
数
の
減
少
、
医
療
費
抑
制
の
た
め

診
療
報
酬
が
３
・
　
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
影

16

響
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国

的
な
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
芦
屋
病
院
の
取
り
組
み
◆

　
診
療
科
に
お
い
て
、
ひ
尿
器
科
お
よ
び
歯

科
を
廃
止
し
、
開
業
医
師
に
よ
る
院
内
開
設

診
療
所
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
患
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
中

央
採
血
室
の
設
置
や
外
来
患
者
が
投
薬
を

調
剤
薬
局
で
受
け
取
れ
る
院
外
処
方
の
全

撮
影
装
置
、
外
科
用
Ｘ
線
Ｃ
ア
ー
ム
装
置
、

全
自
動
血
液
凝
固
測
定
装
置
、
上
部
消
化
管

汎
用
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
等
を
購
入
し
ま
し

た
。

　　
今
後
も
、
病
院
を
取
り
巻
く
医
療
環
境
は

厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
「
地
方

独
立
行
政
法
人
化
」
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
中
で
、
現
在
の
診
療
機
能
を
見
直
し
、
よ

り
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る
病
院
の
再
生
と
と

も
に
、
経
営
基
盤
の
安
定
強
化
に
努
め
ま
す
。

芦
屋
病
院
事
業
会
計
決
算
報
告

●
年
度
に
縛
ら
れ
な

　
い
弾
力
的
な
予
算

　
運
用
が
で
き
ま
す
。

●
複
数
年
契
約
な
ど

　
多
様
な
契
約
手
法

　
の
活
用
が
で
き
ま

　
す
。

●
市
長
の
付
属
機
関

　
で
あ
る
評
価
委
員

　
会
が
住
民
の
視
点

　
に
立
っ
て
評
価
し

　
ま
す
の
で
、
業
務

　
の
公
共
性
お
よ
び

　
透
明
性
が
確
保
で
き
ま
す
。

　
　
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
充
実
を
図
り
ま
す

　
市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
と
い
う
芦

屋
病
院
の
理
念
は
堅
持
し
、
充
実
し
た
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

芦屋病院は　　　　　　　
地方独立行政法人化を

　　　　　　　　目指します
問い合わせ　芦屋病院事務局総務課　緯31-2156

増　　減平成17年度18年度

△5,965人62,968人003人

  △16.3人  172.5人6.2人

    △7.1％    75.0％67.9％

△16,918人 103,563人645人

   △70.7人    424.4人3.7人

１日244日45日

  △12億1,953万円    41億9,494万円,541万円

△８億8,478万円  44億1,941万円,463万円

△３億3,475万円△２億2,447万円  ,922万円  

   ５億5,922万円  51億7,760万円,682万円

報告(患者数および収支） 　
外
来
診
療
や
入
院
は
今
ま
で
ど
お
り
で

す
。
安
心
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
よ
り
多
く
の
か
た
に
貢
献
で
き
る
体
制

　
や
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
ま
す
。

●
よ
り
地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
反
映
し
、

　
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

　
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

●
利
便
性
、
機
能

　
性
を
高
め
効
率

　
的
な
病
院
運
営

　
を
目
指
し
、
経

　
営
の
改
善
を
行

　
い
ま
す
。

●
地
域
社
会
へ
の

　
奉
仕
の
精
神
や

　
医
療
者
と
し
て
の
倫
理
を
大
切
に
し
ま
す
。

●
地
域
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
一
人
ひ
と

　
り
の
要
望
を
叶
え
、
満
足
で
き
る
体
制
を

　
作
り
ま
す
。

芦屋病院公開講座など

　「健康教室」等を定期的に開催しています。また、会場を院外に

移した公開講演会もしています。

　関心のあるかたはぜひご出席ください。

【健康教室】

■日時　毎月第３水曜日午後１時30分～３時

■会場　外来棟５階外科側(東側)ロビー

■内容　さまざまな疾病をわかりやすく医師、看護師等が説明

【糖尿病教室】

■日時　毎月第２金曜日午後１時30分～３時

■会場　南病棟１階講義室

■内容　食餌療法、運動療法薬の正しい使用法への理解を深める

【肝臓病教室】

■日時　奇数月第４金曜日午後１時30分～３時

■会場　南病棟１階講義室

■内容　病態、日常生活(食生活等)、薬剤に関する理解を深める

【「Ｂ型慢性肝炎」】

■日時　11月30日(金)午後１時30分～３時

■講師　桐山和雄内科主任部長

【両親教室】

■日時　毎月第２土曜日午前10時～正午

■会場　南館１階講義室

■定員　妊娠22週以降の妊婦とパートナー５組10人(要予約、当病

　　　　院で分娩されるかた優先)　

■内容　分娩経過と過ごし方ほか

【市民ギャラリー】藤原仙人「書と墨絵」展

■日時　11月１日～30日

■会場　５階渡り廊下展示ギャラリー

　　◆基本理念◆

　生命の尊厳を基本と

し、安全で良質な医療

を提供します。芦屋市

の中核病院として、地

域社会に貢献します。

　　◆経営理念◆

　信頼され、選ばれる

市民病院をめざして

　軽快なトークも魅力的な人気

のバイオリニスト・高嶋ちさ子

と多方面で活躍中のピアニス

期待のバイオリニスト松本蘭を加えクラシッ

るコンサート。

年１月27日(日)午後３時開演　■会場　ルナ・

場料　3,500円

全席指定>　■

子(バイオリン)、

アノ)、松本蘭

■内容　バン

リン（クロール）、

オリン講座、加

エストコーナー

あります。 松本蘭 加羽沢美濃

ク2008～④

院運営検討検討委員会の「答申」

、芦屋病院ホームページおよび

ジに掲載しています。

皮膚科から～巻き爪を切らずに美しく治します～

　歯並びの矯正と同様の発想で、曲がった爪の両端に針

金をかけて徐々に平坦にする方法で、ドイツで生まれた

ＶＨＯ(巻き爪矯正術)という新しい手法です。局所麻酔

なしで針金を装着し、数カ月に一度針金の締め直しをし

ます。装着後も痛みはありません。施術当日から入浴、

運動も可能で、優れた方法と言えるでしょう。当科でも

このＶＨＯ巻き爪矯正術ができるようになりました。

　お気軽にご相談ください。

【公開講座】　診療最前線からのメッセージ

　■時間　午後２時～３時30分

　■会場　市民センター218室

　■費用　1,000円

【マチネーコンサート】「口笛のコンサート」

　■日時　11月18日(日)午後２時30分～３時30分

　■会場　外来棟５階ホール　

　■出演　もくまさあき(口笛)、内藤雪子(ピアノ)

講　　師内　　容開催日

金山良男副病院長糖尿病治療の展望12月１日（土）

 桐山和雄内科主任部長ウィルス肝炎のすべて１月26日（土）

　　タイムリーな話題を選び、直前の回に

　　お知らせします。

２月23日（土）

３月８日（土）

ルナ・ホール催し案内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５

り

業
務
量
に
応
じ
た
人
員
配
置
が
で
き

　
ま
す
。

●
年
俸
制
、
業
績
給
、
資
格
手
当
な
ど
独
自

　
の
給
与
制
度
が
で
き
ま
す
。

調
剤
薬
局
で
受
け
取
れ
る
院
外
処
方
の
全

面
実
施
、
高
度
医
療
に
対
応
し
た
最
先
端
の

磁
気
共
鳴
診
断
撮
影
装
置（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
の
更

新
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
地
域
連
携
室
の
体
制
整
備
を
充

実
さ
せ
、
地
域
の
診
療
所
と
連
携
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

◆
医
療
機
器
の
整
備
◆

　
医
療
機
器
に
つ
い
て
は
、
磁
気
共
鳴
診
断

撮
影
装
置（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
、
デ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
一
般

【文学講座と創作懐石】　たつみ都志の文学に見る男と女　

「ああ！　夫婦・されど夫婦」
■日時　12月７日(金)正午～午後３時30分　■会場　講義室　■講師　たつ

み都志本館副館長　■内容　名作の中で取り上げられた男と女各々の想いと

その立場等、面白くて知的で楽しい話の４回シリーズ。第２回渡辺淳一の「別

れの理由」　■受講料　5,000円(食事代含む)　■定員　24人　■申し込み　

電話・ファクス・メールで上記へ

【特別講座】　北村春江「楽しい暮らしのための法律とおかあさんのおやつ」

■日時　12月11日(火)午前10時～11時30分　■会場　講義室　■講師　弁護

士・北村春江氏（元芦屋市長）　■内容　「親・子・孫・兄弟・楽しい暮らしの

ための法律」　■受講料　3,000円(おやつ代含む）　■定員　25人　■申し込

み　電話・ファクス・メールで上記へ

【特別講座】森山百合子パッチワーク講座(タペストリー風景）

■日時　12月８日(土）・９日(日)午前10時～正午　■会場　講義室　■講師　

パッチワーク作家・森山百合子氏　■内容　絵模様のパッチワーク手法で作

ります　■受講料　１回3,000円(教材費含む）　■定員　16人　■申し込み

　電話・ファクス・メールで上記へ

【特別講座】近藤知子陶芸講座(お正月からコレ！）

■日時　12月９日(日)午後１時30分～３時30分　■会場　講義室　■内容　

お正月に使えるお皿を作ります。　■講師　陶芸作家・近藤知子氏　■定員　

16人　■受講料　3,200円(教材費・焼成代含む)　■申し込み　電話・ファク

ス・メール等で上記へ

【谷崎文学朗読会】「源氏物語」朗読「明石」

■日時　11月24日(土)午後１時30分～３時　■会場　講義室　■内容　朗読

グループＲＳＴ・松之内令子、岩佐光世による谷崎潤一郎「谷崎源氏」の朗

読　■受講料　1,000円(入館料・ドリンク代含む)　■定員　30人　■申し込

み　電話・ファクス・メールで上記へ

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　緯23-5852/FAX38-3244
Ｅメールashiya-tanizakikan@rhythm.ocn.ne.jp(伊勢町12-15)

谷崎潤一郎記念館の催し

平成

57, 延べ患者数

入　院   15 １日平均患者数

    6
 病床利用率

(230床)

86, 延べ患者数

外　来   35１日平均患者数

24 診療日数

 29億7,病院事業収益

 35億3,病院事業費用

△５億5純 　 損     益

 57億3,累 積 欠 損 金

【ブック・アンデパンダン展】　

　テレビやインターネットなどさまざまなメディアがある現代でも、本と人

とは切っても切り離せないものです。本展は、作り手の顔の見える本に注目

し、自作の本なら「誰でも」「どんな本でも」出展できるアンデパンダン(無

審査公募展)です。集まった多くの作品によって「本の原点」を探ります。ま

た実際に手に取って、本を読むことができるユニークな展覧会です。

■期間　11月23日～12月24日・午前10時～午後５時(入館午後４時30分まで)

■会場　美術博物館第１展示室・第２展示室

【古書市】　モダニズムと装幀

　昨年の開催で好評を博した「古書市」。

　今回は「装幀」をテーマとして、12店が知恵を絞った充実の品ぞろえで、

皆さんをお迎えします。会場でお買い上げの商品は、送料一律300円でお送り

しますので、ぜひ手ぶらで気軽にご来場ください。

　同時開催中の「ブック・アンデパンダン展」とともに、「本」に浸る豊かな

時間をお楽しみください。

■期間　11月23日～25日・午前10時～午後５時(入館午後４時30分まで)

■会場　美術博物館１階ホール

＊観覧料は無料。ただし「ブック・アンデパンダン展」は観覧料が必要です。

問い合わせ　美術博物館　緯38-5432

美術博物館の催し

■休館日　月曜日休館(祝日の場合は翌日）　■観覧料　一般300(240)円、

大高生200(160)円、中学生 以下無料　＊( )内は20人以上の団体料金

平成18年度決算報

　　　　　　　　　　　最新鋭ＣＴ装置導入しました

　ＣＴ撮影装置を更新し稼動しています。 本装置は現在一般臨床上では世界最高の

性能を有する最新鋭機種といわれています。超高速撮影により撮影時間が大幅に短縮

し、たとえば従来の胸部撮影の息止めに30

秒を要したものが、新装置の場合わずか

５秒ですみます。

　しかも被ばく線量も減るため、患者によ

り優しい検査ができるようになりました。

　また、撮像法の幅が広がり、３次元画像

の構築や造影剤の静注のみによる詳細な

血管像から、心臓・冠状動脈造影や、歯科、

消化管まで応用範囲が広く診断能の向上

につながることが期待されます。

　　　　　　脳ドックを開始しました

　要望がありました脳ドックの体制が整いました。

　■対象　人間ドックを利用されるかた

　■費用　通常ドック料金に25,000円追加

　■内容　脳ドックの流れ(診察、診断、指導)

　　　　　①人間ドック当日に脳ＭＲＩ検査実施

　　　　　②脳外科外来予約・受診(金曜日)

　　　　　③脳外科医による判定を含めた報告書の送付

いきいきシネマサロン

「武士の一分」①

　譲らない心。譲れない愛。人に

は命をかけても守らねばならない

一分がある。監督・山田洋次／出

演・木村拓哉、檀れい　ほか

■日時　11月17日(土)①午前10時

～②午後１時～③午後３時40分～

■入場料　中学生以上１,000円(チ

ラシまたは掲載広報紙持参の場合

900円)、小学生500円<全席自由>

　ジャズ界を代表する男女のピアニストが

２台のピアノで、スタンダード・ジャズを

料理します。リクエストコーナーもあり、

客席とステージがひとつになります。

■日時　11月30日(金)午後７時～　■会場

ルナ・ホール　■入場料　3,000円(前売

2,500円)<全席自由>　■出演　佐山雅弘、

国府弘子　■内容　テイク・ファイブ、ス

カラムーシュ　ほか

■日時　11月29日(木)午後６時～　■会

場　ルナ・ホール　■入場料　3,500円

(前売3,000円)<全席自由>　■出演　観

世銕之丞、長山 三郎、福王茂十郎、野

村萬、野村万蔵、大倉源次郎ほか　■内

容　舞囃子「善知鳥」、狂言「蚊相撲」、

能「船弁慶」重キ前後之替

問い合わせ　市民センター　緯31-4995

ジャズピアノ★パラダイス③阪神芸術祭参加事業

第14回 芦屋能・狂言鑑賞の会②

　■チケット販売所　市民センター事務所、大蓄、市役所内売店、市民センター内グリル業平

　　ローソン・チケット(Ｌコード ②52309 ③59635 ④54371 )②のみ、大丸商品券売り場

ト・加羽沢美濃。

クを身近に感じ

■日時　平成20

ホール　■入場

(前売3,000円)<

出演　高嶋ちさ子

加羽沢美濃(ピア

(バイオリン)　

ジョーとバイオリ

高嶋ちさ子バイ

　　　　　　　羽沢美濃リクエ

　＊曲目等は変更になる場合があ

高嶋ちさ子

高嶋ちさ子＆加羽沢美濃

 ～ハートフルクラシック

　市立芦屋病

「会議録」は

市ホームペー


